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療育園長就任のご挨拶 
園長 渡辺 偉二 

 コロナ禍が1年以上続くなか、皆さまいかがお過ごしでしょうか。この度、前

任の栗原まな先生に代わって七沢療育園長に就任しました渡辺偉二（わたなべ 

たけじ）と申します。少し自己紹介をさせていただきます。 

 私は、1985年に大学を卒業し、整形外科医になりました。平成6年（1994年）

に神奈川リハビリテーション病院に赴任し、以後は現在まで主に脊髄損傷の方を

中心に診療してきました。平成28年からは副病院長を務めています。 

 前任の栗原先生は小児神経を専門としておられ、重症心身障害児者のエキス

パートで 療育園には長年関わり、7年間にわたって療育園長を務められ多大な

貢献を果たされました。私は療育園との関わりでいえば、利用者の方の整形外科

的治療（骨折など）を行う程度でした。当センターでの経験年数は長いものの、

療育園での経験不足は否めないものがありますが、新たな二人の副療育園長（小

児科の吉橋医師と吉川支援課長）は療育園での経験が豊富なため、二人をはじめ

としたスタッフの協力で職務に励む所存です。よろしくお願いいたします。 

 昨年度は、新型コロナウィルス感染症に翻弄された1年でした。当園も感染予

防のため短期入所を中止・制限せざるを得なくなり、多大なご苦労をおかけしま

した。首都圏では3月に緊急事態宣言が解除されましたが、まだまだ感染者が多

く、リバウンドが懸念されています。3月末からは、医療従事者のワクチン接種

が開始され、4月からは療育園の指導員にも接種が開始される予定です（現時点

では入所者の接種時期は未定です）。ワクチン接種が開始となっても基本的な感

染対策が必要なことは変わりません。私は神奈川リハビリ病院の副病院長も兼務

していますので、これまで以上に感染対策や医療安全で病院との連携をとって

行っていこうと考えています。よろしくお願いいたします。 



4月1日に七沢学園より異動してまいりました樋渡（ひわたし）と申します。 

療育園には病院の相談室、七沢学園を経て26年ぶりに戻ってきました。当時から

いらっしゃる利用者さんも多く、思い出話に花が咲いています。 

コロナ禍で以前のような外出や面会ができませんが、そのような中でも、常に利

用者の幸せを探求し実現に向けて取り組んでいきたいと思っています。よろしく

お願い致します。 

4月1日に異動してまいりました岡本健吾（おかもと けんご）と申します。 

療育園の隣の七沢学園から来ました。ずっと療育園に来たいと思っており、今回

御縁があって異動出来る事になりました。全く初めての経験ですが、毎日がとて

も新鮮です。 

利用者さんの笑顔に応援されながら、一日でも早く仕事を覚えて皆さんと楽しい

時間を過ごして行ければと思っています。 

どうぞよろしくお願い致します  

はじめまして。一月から七沢療育園で働く事になりました、住吉芙優です。 

まだまだ不慣れなことが多く、先輩方に頼ってばかりですが、利用者さんが楽しく

過ごせるように、自分なりに努力して頑張っていこうと思います。よろしくお願い

します。 

はじめまして、4月から七沢療育園で働かせていただくことになりました。 

小林芙弓と申します。芙蓉の花の芙に、弓矢の弓と書いてふゆみと読みます。 

利用者の方々が毎日を楽しく過ごせるよう、笑顔で一生懸命頑張りたいと思いま

す。よろしくお願い致します。 

はじめまして。４月より七沢療育園で働かせていただく事となりました。木家悠

花（きやゆうか）と申します。４月からの療育園で過ごす日々は、学ばせて頂く

事が新しいことばかりで、先輩方にはご迷惑をおかけしてしまうかもしれません

が、少しでも多くの事を吸収し、利用者の方々が楽しく過ごすことが出来るよう

な支援をしていきたいと思っています。よろしくお願い致します。 

樋渡 暁 さん 

岡本 健吾さん 

住吉 芙優さん 

木家 悠花さん 

小林 芙弓 さん 



はじめまして。4月に異動してきました、落合です。3歳の娘がいます。子育ての

ため、夜勤専従で働かせていただいています。療育園での看護は初めてなので、

わからないことも多いですが、利用者の皆さんの笑顔で元気をもらっています。

私も笑顔で明るく、皆さんの看護をしていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

皆さん、こんにちは。今年の4月から七沢療育園で働かせて頂いている新人看護師

の石橋です。まだまだ収束のみえない新型コロナウイルスが続いている状況です

が、利用者さんやご家族が快適で過ごしやすい環境を作り、看護課・支援課とも

に協力し合って取り組んでいます。まだまだ、未熟で先輩方に頼ってしまいがち

ですが、自立できるよう頑張りますので今後ともよろしくお願い致します。 

今年度より療育園に配属になりました看護師の秋山真澄と申します。 

新人で至らないところもあるかと思いますが、先輩方に教えて頂きながら、利

用者さんが笑顔でいられるようなケアを心掛けていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願い致します。 

今年度から療育園に配属となりました原田です。以前は知的障がい者施設の支援員

をしておりました。利用者さんの生活にもっと寄り添いたいと思って看護師になり

ました。利用者さんの笑顔を引き出す看護を目指しております。よろしくお願い致

します。 

落合 未来 さん 

石橋 梓 さん 

秋山 真澄 さん 

原田 美鈴 さん 



3月24日（水）花見の会を行いました。 

今年のテーマは、「七沢ハウステンボス」 

例年は桜を飾ってお花見をしていましたが、感染拡大防

止の観点からみんなで集まることは難しいので、遠くか

らでも見やすいようにカラフルなお花を飾りました。 

ハウステンボスがテーマなので、長崎からカステラをお

取り寄せしました。カステラを色々なソースで飾ってこ

ちらも見た目を華やかにして楽しみました。 

お花見をした後は、3月末で七沢療育園から去る職員の

挨拶も行いました。 

昼ごはんは、「カラフルなお花見弁当」を栄養科に

作ってもらいました。 

たけのこご飯や天ぷら、美味しかったです。 

長崎のカステラは甘くておいしかった

です。いろいろな味のフルーツソース

もあり、見た目も華やかにして楽しむ

ことが出来ました。 

カラフルなお花と一緒に写真も撮りました。 



 ９日 全体活動    

１０日 理容入浴 

１１日 ドライブ外出 

１６日 ニコニコ会議 

１８日 美容入浴 

    ドライブ外出 

２６日 誕生会 

 １日 ドライブ外出    

 ６日 ドライブ外出 

１３日 全体活動 

１４日 理容入浴 

１５日 美容入浴 

２０日 ニコニコ会議 

２３日 誕生会 

１８日 ニコニコ会議 

２０日 美容入浴 

２８日 誕生会 

    夏祭り 

＊感染症の状況により、変更する場合があります。 

６日 ドライブ外出 

１１日 全体活動 

１２日 理容入浴 

１３日 ドライブ外出 



編集後記 

今年度より療育園便りは年４回の発行になります。療育園便りの発行回数は減ってしまいますが、ホームペー

ジの更新は毎月行っていきます。多くの方々に療育園の様子をお届けできるように頑張っていきますので、よ

ろしくお願い致します。  江川 

 生方副園長退職に伴い副園長に着任いたしました。これまで総括主査、課

長を10年間やらせていただきました。今年から副園長となりその責務の重さ

を感じております。 

 思い起こせばこの10年間、ボランティアさんの受入れやリフトの導入な

ど、いろいろなことをやらせていただきました。いろいろな取り組みができ

たのも上司のおかげです。すぐには口出しせず温かく見守っていただき必要

時に助言を頂きました。見習っていきたいと思います。 

園の理念である利用者の幸せの探求、実現に向けて努力して参ります。このために必要なこと

は何か常に念頭に置き励みたいと思います。コロナ禍で利用者の皆さんには我慢を強いる事ばか

りで申し訳なく思います。 

私は“明るく楽しく元気よく”をモットーとしています。職場を元気にするよう心がけ、さら

に風通しの良い雰囲気になるようにします。 

今年度より新たに渡辺園長、吉橋副園長をお迎えしました。非常に心強く思います。渡辺園長

を軸に新たな七沢療育園が始まります。このお二人と力を合わせてよりよい療育園の実現に向け

て邁進してまいります。 

どうぞよろしくお願い致します。                   吉川 匡 

 4月より副療育園長に就任しました吉橋学です。この度栗原まな園長、生方

克之副園長の退職に伴い渡辺偉二園長、吉川匡副園長と共に療育園の運営を

行わせていただくこととなりました。 

 私自身は2000年に千葉で小児科医として医師生活を始め、都内の勤務を経

て2010年に当センターに着任しました。当初は短期間の勤務の予定だったの

ですが、豊かな自然と、高い専門性を持ちながらもとても親しみやすいス

タッフの方々に惹かれ日々の臨床業務を行っているうちに、気づけば10年を

超えすっかり根が生えてしまっています。 

 療育園ではこれまで医師として診療に当たっていましたが、これからは利用者さんたちの生活

にもより配慮しながらもう少し療育園全体を見て運営のお手伝いをしたいと思っています。世の

中は新型コロナウイルス感染症の蔓延で大きく変わってしまいました。療育園の利用者さん、ご

家族にも大きなご負担をおかけしてしまいとても申し訳なく思っています。このご時世で私もも

ちろん様々な自粛を行っていますが、家に帰ればお酒を飲んでのんびり過ごしています。利用者

さんたちにももう少し楽しい生活をしていただきたいなと思っています。感染のリスクと利用者

さんたちの生活の質のバランスをとるのは非常に難しい作業ですが、少しずつ更新されるウイル

スやワクチンの情報、世の中の情勢と利用者さんの健康・心の状態を常に観察しながら、できる

だけ心身ともに健やかな生活を送っていただけますように努めていきたいと思っています。 

よろしくお願いいたします。                               吉橋 学 

 副園長就任のご挨拶 


